
 
添付資料「補助事業により主に製造又は研究する製品を説明する書類」 

 

１．会社の業務内容の特色及び投資の経緯 

① 会社概要の紹介、強み、現在の事業環境、当地で立地を計画するに至った経緯 

（※800 文字程度で記載してください。） 

≪記載例≫ 

当社は昭和・・年・・市において創業し、切削加工による・・などの自動車部品等の製

造を行ってきた。 

今後成長が期待される次世代自動車分野において、更なる燃費性能向上のために

は、・・・が必須であり、取引先自動車部品メーカーから部品の・・・の要求が高まって

いる。 

また、近年、取引先自動車部品メーカーは、生産拠点を海外に移転しており、部品の現

地調達が進んでいることから、価格面で優位性のある海外の部品メーカーとの競合が起き

ており、これに対抗するには、・・・する必要がある。 

こうした状況の中、主要取引先からは、当社の強みである・・・加工の技術を応用した・・

部品に係る増産を要請されており、当社としてもこれを好機と捉え、・・・する計画を立

てている。 

しかしながら、現工場は・・・ことから、・・・は困難な状況にあるが、長年立地して

いる・・幸田町は・・・ため当地での再投資を検討し、・・工業団地の分譲を受け、新工

場を建設し、・・・設備を導入し、・・・な工場を建設する計画に至った。 

② 事業における数値目標及びそれを達成するために実施する内容 

 （※400 文字程度で記載してください。） 

《記載例》 

○・・・部品の加工時間の短縮  目標値：工程時間の 40％短縮 

加工時間の短縮に向け、当社は・・・に関する技術を有しているが、設備が老朽化し、・・・

に限界があり、最新の・・・・機を導入することで工程時間の短縮を図る。 

○大型部品の加工・組立     目標値：月産・・・個の生産 

現在は、小物部品の加工を専門にしているが、主要取引先からは大型部品の・・・を要

請されているため、これまで保有していなかった・・・機を導入し、組立工程も内製化す

ることで、月産・・・個の生産を図る。 
 

 



 
 

２．製品の説明 

① 製造又は研究する製品(部品)の機能や加工方法の特徴 

（※300 文字程度で記載してください。） 

《記載例》 

・・・部品は、自動車の・・・部分に使用され、・・・機能を担う部品である。 

当社は・・・技術を有しており、・・・の点において強みがある。 

・・・製品は、自動車の・・・部分に使用され、・・・機能を担う部品である。 

当社は、主要取引先である・・・社から組立工程の移管を受け、当社で大型部品の切削

加工から組立までを一貫して実施する予定である。 

 

② 製品・部品の写真、イラスト等。（※最大 3点まで記載可。） 

《記載例》 

 

○・・・部品 

  

 

                            ※完成品のどの部分かを 

                             明示する。 

 

 

 (加工に特徴がある場合は、加工工程の写真等があっても良い。) 

 

○・・・製品 

       

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 
製造する部品の写真 

イラスト等 

 
完成品の写真 
イラスト等 

 
完成品の写真 
イラスト等 

○健康長寿関連分野の申請にあたっては、製品の効果が、健康長寿に貢献することを、客観的な科学的デー

タで証明することが必要。 

○農商工関連分野の申請にあたっては、国の農商工連携計画の認定を受けているか、又は、下記の①と②の

双方を満たす計画であることが必要。 

①農林漁業者と申請者が有機的に連携していること。（産地ブランド化や付加価値の高い農産品等を特別

に生産・供給するなど両者に相乗効果があるもの。通常の仕入・取引はこの要件を満たさない。） 

②両者にとって、これまで開発・生産したことのない新商品を開発すること。 


